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■
Ｊ
Ｒ
や
国
へ
の
要
望

　
こ
れ
ま
で
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
路

線
が
豪
雨
災
害
で
被
災
し
た
も
の

で
あ
る
た
め
、
Ｊ
Ｒ
に
対
し
て
、

早
期
復
旧
の
要
請
を
行
っ
た
ほ
か
、

国
に
対
し
て
は
、
Ｊ
Ｒ
や
自
治
体

へ
の
財
政
支
援
を
お
願
い
し
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
具
体

的
な
動
き
を
み
る
こ
と
が
で
き
て

い
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

■
復
旧
に
向
け
た
検
討
会
議

　
Ｊ
Ｒ
や
関
係
自
治
体
な
ど
が
復

旧
検
討
会
議
を
開
催
し
、
実
現
可

能
性
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

① 

Ｊ
Ｒ
の
直
営

　
こ
れ
ま
で
ど
お
り
Ｊ
Ｒ
が
運
行

す
る
。（
Ｊ
Ｒ
は
こ
の
案
は
実
施
困

難
と
主
張
）

② 

上
下
分
離
方
式

　
線
路
な
ど
の
鉄
道
施
設
を
地
方

自
治
体
が
担
い
、電
車
の
運
行
は

Ｊ
Ｒ
が
行
う
。

③ 

地
域
運
営
方
式

　
沿
線
自
治
体
な
ど
が
第
三
セ
ク

タ
ー
を
設
立
し
て
運
行
す
る
。

④ 

バ
ス
運
行

　

鉄
道
か
ら
バ
ス
に
よ
る
運
行
へ

変
更
す
る
。

　
村
と
し
て
は
、
Ｊ
Ｒ
が
主
体
と

な
っ
て
復
旧
す
べ
き
と
し
て
﹁
①

案
﹂
を
主
張
し
て
き
ま
し
た
。

■
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
の
議
論

　
新
潟
・
山
形
の
両
県
に
分
か
れ

て
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
立
ち

上
げ
、
実
現
可
能
性
を
探
る
た
め

４
案
に
つ
い
て
、
利
便
性
向
上
策

や
、
地
元
負
担
額
、
必
要
な
人
員
、

車
両
数
な
ど
の
試
算
を
行
い
ま
し

た
。︵
表
Ａ
︶

■
村
が
バ
ス
転
換
を
容
認
す
る
３
つ

の
条
件

一　

村
民
の
利
便
性
向
上

　
現
在
の
駅
︵
金
丸
、
片
貝
、
下

関
、
大
島
︶
だ
け
で
は
な
く
、
停

留
所
の
位
置
や
運
行
ル
ー
ト
な
ど

を
工
夫
し
、
よ
り
身
近
で
利
用
し

や
す
く
な
る
こ
と
。
ま
た
、
坂
町

駅
ホ
ー
ム
上
で
羽
越
線
に
乗
り
換

え
で
き
る
こ
と
。

二　

村
の
財
政
負
担
な
し

　
バ
ス
転
換
に
あ
た
っ
て
、
整
備

や
運
行
費
用
な
ど
の
負
担
を
村
が

行
う
こ
と
な
く
、
将
来
に
わ
た
っ

て
持
続
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く
る

こ
と
。

三　

Ｊ
Ｒ
の
主
体
的
な
関
わ
り

　
公
共
交
通
の
維
持
運
営
に
Ｊ
Ｒ

が
主
体
的
に
関
わ
り
を
も
つ
こ
と
。

■
Ｊ
Ｒ
か
ら
の
回
答

　
Ｊ
Ｒ
か
ら
村
に
対
し
、
村
が
重

視
す
る
３
つ
の
条
件
に
対
し
、
前

向
き
な
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
具

体
的
に
は
、
利
便
性
向
上
の
た
め

の
坂
町
駅
ホ
ー
ム
に
お
け
る
列
車

と
バ
ス
の
対
面
乗
換
え
や
、
バ
ス

運
行
の
計
画
づ
く
り
へ
の
参
画
な

ど
に
つ
い
て
の
提
案
が
あ
り
ま
し

た
。

米
坂
線
の
災
害
復
旧

　
令
和
４
年
８
月
豪
雨
で
被
災
し
、
現
在
も
不
通
と
な
っ
て
い
る
Ｊ
Ｒ
米
坂
線

-

。
復
旧
方
法
に

結
論
が
見
い
だ
せ
て
い
な
い
な
か
、
村
で
は
、
バ
ス
転
換
を
ひ
と
つ
の
現
実
的
な
選
択
肢
と
し
て

受
け
入
れ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
や
新
潟
・
山
形
の
両
県
、
沿
線
自
治
体
と
の
協
議
の
な
か
で
、
バ
ス
転
換

も
含
め
た
具
体
的
な
協
議
を
行
う
こ
と
と
し
、
村
の
公
共
交
通
を
守
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
村
の
考
え
方
に
つ
い
て
ま
と
め
ま
し
た
。（
９
月
15
日
現
在
の
状
況
）

地
域
の
足
を
守
る
た
め
に

地
域
の
足
を
守
る
た
め
に

表Ａ　復旧検討会議で示された資料

＊地元負担額は、国の補助金（見込み）を差し引いた金額

3.8億円

～5.1億円

3.3億円

～5.9億円

4,500万円
～

6,000万円

上下分離 第３セクター
バス転換

（現行ダイヤ）

地元負担

（年額）

≪地元負担額と運行体制≫

ＪＲによる代行バスの運行（現在）
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米
坂
線
の
復
旧
と

地
域
公
共
交
通
の
こ
れ
か
ら

米
坂
線
の
復
旧
と

地
域
公
共
交
通
の
こ
れ
か
ら

関
川
村
長　

加

藤　

弘

　

米
坂
線
の
早
期
復
旧
を
目
指

し
て
、
関
係
者
で
さ
ま
ざ
ま
な

議
論
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
豪
雨
災
害
か
ら
４
年
を
経

過
し
た
今
も
、
具
体
的
な
進
展

が
な
い
ま
ま
、
代
行
バ
ス
に
よ

る
運
行
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

村
の
主
張
で
あ
る
「
Ｊ
Ｒ
に

よ
る
米
坂
線
の
復
旧
」
が
困
難

な
状
況
に
あ
る
中
、
私
と
し
て

は
、
長
年
親
し
ま
れ
て
き
た
米

坂
線
に
電
車
が
走
ら
な
い
こ
と

の
寂
し
さ
を
抱
き
つ
つ
も
、
地

域
公
共
交
通
と
し
て
何
が
大
事

か
、
利
用
者
最
優
先
の
立
場
か

ら
、
バ
ス
路
線
の
柔
軟
性
の
メ

リ
ッ
ト
を
活
か
し
、
バ
ス
運
行

の
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
バ
ス
停
の
増
設
や
利
便

性
の
高
い
ダ
イ
ヤ
設
定
を
行
い
、

便
利
で
快
適
な
公
共
交
通
に
転

換
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

災
い
転
じ
て
福
と
な
す
。
皆

様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
鉄
路
の
除
草
な
ど
の

維
持
管
理
は
、
引
き
続
き
Ｊ
Ｒ

に
お
い
て
し
っ
か
り
行
う
よ
う

求
め
て
参
り
ま
す
。

　９月10日に開かれた９月村議会では、加藤

和泰議員から米坂線復旧に関する一般質問が

あり、加藤村長が答弁しました。主な内容は

次のとおりです。

■ 加藤議員
　バスの対面乗り換えのために、村の実質
負担は生じないということか？

□ 村 長

　坂町駅における対面乗換えは、JRが主体

となって取り組む内容として示されたもの

であり、村が財政負担を負うものではない。

■ 加藤議員
　バス運行の開始時期は？

□ 村 長

　鉄道による復旧やバス転換など、それぞ

れの可能性について協議している段階。バ

ス転換を前提とした具体的な開始時期の目

標はない。方向性が決まれば早期に運行を

開始できるよう取り組んでいきたい。

■ 加藤議員
　山形県側との連携はどう進めるか？

□ 村 長

　米坂線は新潟県側だけで完結しないため、

両県（小国駅）を境に分断されないよう、

山形県や沿線自治体と十分に情報を共有し、

連携して検討を進める必要がある。

■ 加藤議員
　ＪＲからの提案を受け、バス転換を容認
するという考えでよろしいか？

□ 村 長

　ＪＲから、村が示した３つの条件の実現

に向けた考え方（バスの対面乗換えなど）

が示された。誠意ある回答をいただいたと

受け止めており、条件が整えば具体化に向

けた協議を始めていく。

　国や県のご支援もいただきながら、３つ

の条件を満たしたうえで、利便性の高い魅

力のあるバス運行の実現に向けて協議をさ

らに進展させたい。

９月議会で村長の考えを答弁

災害から４年が経過した米坂線。
村では、引き続きＪＲに対し、適切な維持管理が行われる
よう要望しています。
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大蛇が今年も大暴れ！！大蛇が今年も大暴れ！！
　第36回大したもん蛇まつりが８月28日～30日に開催されました。28日の安全祈願祭、29日の花火大会、そ
して、30日の大蛇パレードで、大勢の観客に感動と興奮を与えました。
　今年の花火大会は、強風予報。また、大蛇パレードの日は雨が予想されており、開催に心配もありました。ま
つり当日の大蛇や小大蛇は、ビニールをかぶせた雨対策。また、急きょ福まきを手渡しにするなどの変更点もあ
りましたが、無事に開催することができました。

えちごせきかわ大したもん蛇まつり２０２６

／

わっし
ょい！／／

わっし
ょい！／ ／

わっしょい！／

／
わっしょい！／

約200名の子どもたちが引き手として参加し、大きな掛け声でまつりを盛り上げました。

コロナ禍による中止から７年ぶり

小大蛇が復活!!
コロナ禍による中止から７年ぶり

小大蛇が復活!!
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大勢の担ぎ手
の皆さん

おつかれさま
でした

大勢の担ぎ手
の皆さん

おつかれさま
でした

天気予報は雨、急きょ、福まきのお菓子を手渡しに変更。ケビンスの前
には、長蛇の列がありました。

安全祈願祭のおかげか、パレード中は雨が降るこ
となく実施できました。

仁木恭平、山口コンボイ(関川村観光大使)仁木恭平、山口コンボイ(関川村観光大使)

今年もケビンスのふたりが駆けつけてくれました！

今年もケビンスのふたりが駆けつけてくれました！

大蛇パレード浄財 ２５９,１８５円

今年も、たくさんのご寄付をいただきました

ありがとうございました

協賛企業：ローソン道の駅関川店、㈱ブルボン村上工場、
三幸製菓㈱
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９
月
６
日
、
関
川
村
消
防
団
秋

季
消
防
演
習
・
定
例
表
彰
式
が
せ

き
か
わ
ふ
れ
あ
い
ど
〜
む
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、
永
年
に
わ
た
り

村
民
の
安
心
、
安
全
の
た
め
に
尽

く
し
て
こ
ら
れ
た
消
防
団
員
延
べ

41
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
せ
き
か
わ
歴
史
と
み
ち

の
館
周
辺
に
場
所
を
移
し
て
行
わ

れ
た
放
水
訓
練
で
は
、
消
防
関
川

分
署
と
連
携
し
、
小
型
ポ
ン
プ
を

連
結
し
て
の
４
線
延
長
や
消
火
栓

２
基
を
含
め
、
６
か
所
か
ら
の
放

水
が
、
実
際
の
消
火
活
動
さ
な
が

ら
に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
表
彰
さ
れ
た
の
は
、
次

の
皆
さ
ん
で
す
。

※

敬
称
略
。

︻
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
︼

◆
勤
続
章

八
幡
　
忠
隆
︵
片
貝
︶

◆
精
績
章

本
間
　
雅
彦
︵
安
角
︶

︻
新
潟
県
知
事
表
彰
︼

◆
功
績
章

山
口
　
憲
一
︵
辰
田
新
︶

内
山
　
巧
　
︵
南
中
︶

︻
新
潟
県
消
防
協
会
︼

◆
功
績
章

横
山
　
元
気
︵
打
上
︶

田
村
　
充
︵
上
土
沢
︶

須
貝
　
仁
哉
︵
高
田)

︻
新
潟
県
知
事
・

　
　
新
潟
県
消
防
協
会
長
表
彰
︼

渡
邉
　
健
︵
上
関
︶

本
間
　
康
︵
安
角
︶

◆
精
勤
章

東
　
圭
一
︵
下
関
︶

堀
　
慎
太
郎
︵
湯
沢
︶

横
山
　
誠
︵
安
角
︶


橋
　
勝
幸
︵
深
沢
︶

照
井
　
崇
史
︵
下
関
︶

石
谷
　
広
之
︵
小
和
田
︶

︻
新
潟
県
消
防
協
会
長
表
彰
︼

◆
精
勤
章

友
坂
　
一
也
︵
下
関
︶

伊
藤
　
匡
嘉
︵
聞
出
︶

横
山
　
渡
︵
上
新
保
︶

伊
藤
　
雅
史
︵
南
中
︶

内
山
　
和
希
︵
上
野
︶

照
井
　
拓
︵
深
沢
︶

◆
功
績
章

山
口
　
政
則
︵
辰
田
新
︶

川
鍋
　
幸
弘
︵
幾
地
︶

駒
沢
　
涼
太
︵
鍬
江
沢
︶

大
滝
　
一
也
︵
深
沢
︶

山
本
　
裕
史
︵
松
平
︶ 

︻
関
川
村
長
表
彰
︼

◆
功
労
賞
︵
30
年
以
上
勤
続
︶

　
渡
邉
　
健
︵
上
関
︶

　
本
間
　
康
︵
安
角
︶

◆
感
謝
状
︵
10
年
以
上
勤
続
、

令
和
７
年
度
退
職
︶

渡
辺
　
周
平
︵
下
関
︶

伊
藤
　
俊
勝
︵
下
関
︶

平
田
　
真
︵
下
関
︶

富
樫
　
直
希
︵
下
土
沢
︶


橋
　
俊
︵
高
瀬
︶

◆
勤
続
章

佐
藤
　
雅
史
︵
松
ケ
丘
︶

渡
邉
　
一
史
︵
下
関
︶

渡
邉
　
清
人
︵
下
関
︶

︻
関
川
村
消
防
団
長
表
彰
︼

◆
勤
労
章

須
貝
　
祐
介
︵
荒
川
台
︶

◆
勤
続
章

田
村
　
健
︵
大
島
︶

五
十
嵐
　
僚
︵
安
角
︶

横
山
　
正
明
︵
久
保
︶

須
貝
　
仁
哉
︵
高
田
︶

村
民
の
生
命
、安
心
・
安
全
を
守
る
！！

本
番
さ
な
が
ら
の
放
水
訓
練
も
実
施

村
民
の
生
命
、安
心
・
安
全
を
守
る
！！

本
番
さ
な
が
ら
の
放
水
訓
練
も
実
施

関
川
村
消
防
団
秋
季
消
防
演
習
・
定
例
表
彰
式
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村
の
長
寿
番
付
と
し
て
、
男
女
そ
れ
ぞ
れ
上
位
20
人
を
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
健
や
か
に
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
毎
日
を
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。

※長寿者本人またはご家族の方から承諾をいただいた方を掲載しました。

９月25日現在（敬称略）
生年月日の早い順　

氏　　名

鈴　木　　　弘

河　内　政　一

本　間　政　利

傳　　　昭　平

平　田　武　夫

　橋　　　博

近　　　惠　一

新　野　松　雄

渡　辺　修　一

鈴　木　忠　八

佐　藤　忠　一

渡　邉　羊　

渡　邉　龍　

本　間　利　次

　橋　健　一

松　田　力　男

石　山　庄太郎

大　島　末　三

吉　光　信　利

田　中　雄　一

集落名

下 関

上野山

湯 沢

大 島

滝 原

金 俣

大 島

金 丸

上 関

湯 沢

蔵田島

下 関

湯 沢

小 見

湯 沢

辰田新

朴 坂

上野新

下 関

下 関

氏　　名

佐　藤　綾　子

田　村　サ　ク

伊　藤　ハ　ナ

齋　藤　チ　ヨ

田　村　トモヨ

須　貝　カ　ウ

平　田　シ　ヅ

菅　𠩤　ハナイ

須　貝　テ　ツ

舩　山　キ　ミ

渡　辺　マ　サ

伊　藤　紀　代

伊　藤　リ　イ

渡　邉　初　子

山　田　ミ　イ

佐　藤　ア　イ

小　野　ス　ミ

　橋　タイ子

須　貝　ケ　ヱ

須　貝　ミドリ

集落名

安 角

下土沢

下 関

湯 沢

大 島

高 田

下 関

片 貝

高 田

大 島

上 関

南 中

南 中

小和田

上 関

朴 坂

上 関

大 石

高 田

高 田

年齢

101

98

97

96

96

96

95

95

95

95

94

94

94

94

94

94

94

94

94

93

年齢

102

101

101

100

99

99

99

99

99

99

98

98

98

98

97

97

97

97

97

97









































男　　　　性 女　　　　性

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

9月21日は

 敬 老 の 日

　８月28日に満100歳の

誕生日を迎えられた齋藤

チヨさんに表彰状と記念

品が贈られました。

　これは、村のほう賞条

例に基づき行われたもの

です。９月末日現在で、

村内の100歳以上の方は、

齋藤さんを含め５人にな

りました。

100歳の誕生日100歳の誕生日
齋藤チヨさん（湯沢）

　「敬老の日」を間近に控えた９月４日、

加藤弘村長と野本誠副村長が、今年米寿を

迎えられた皆さんのもとへ訪問し、祝状と

記念品を贈呈しました。

　今年の米寿対象者は、昭和13年４月１日

から昭和14年

３月31日生ま

れの41人です。

米寿を迎えら

れた皆さん、

おめでとうござ

います。

米寿のお祝い

村から記念品を贈呈
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　関川村の雰囲気が気に入り、数年前から週末に足を運ぶ

うちに、地域の方々とのご縁が深まりました。そのつなが

りをきっかけに、今年４月、地域おこし協力隊として関川

村へ移住。七ケ谷地域の支援や安角ふれあい自然の家（旧

安角小学校）の管理、交流の場づくりに取り組んでいます。

　その交流の場として始めたのが「駄菓子 あずみ屋」で

す。駄菓子屋には、私自身の子どもの頃の楽しい思い出も

あります。友だちと集まる「たまり場」であり、子どもも

大人も世代を超えて交流できる「社交場」、そして限られた

お小遣いの中で買うものを考える「学びの場」でもありま

した。

　協力隊としての活動も、駄菓子屋も、まだ始まったばかりですが、駄菓子あずみ屋のある安角ふれあい

自然の家が「自然と人が集まり、会話が生まれる場所」となるよう、地域の皆さんと一緒に頑張っていき

たいと思います。

村を支える人びと　№10（地域おこし協力隊）村を支える人びと　№10（地域おこし協力隊）

地域おこし協力隊として活動している田中さんを紹介します。

　船山勝雄さんが、

韓国で行われた「２０

２６韓国・テグ世界陸

上競技選手権」(８月

22日〜９月３日）に出

場し、見事 M85（85

歳 〜 8 9 歳 の 部 ）の

800ｍで銅メダル、

1500ｍで銀メダル

を獲得しました。

　大会期間中は、37度

にも及ぶ高温で、競技

が行われたそうです。

　船山さんは、「７月末からの肉離れで、大会当日ま

で思うように練習ができない状況でした。大会では、

予選・準決勝がなくなり、その分を練習に充てる

ことができ、気持ちにも

少し余裕ができました。

　結果は自己ベストには

届きませんでしたが、メ

ダルを獲得できたこと、

怪我と高温の中で万全で

ない状態で完走できたこ

とは何よりも安心してい

ます。」と大会内容を振

り返りました。

　９月15日、久保集落開発センターで防災説明会

を開催し、11名が参加しました。

　説明会では、村の防災専門官が地区の土砂災害

・浸水害に関する特性や災害リスク、避難のタイ

ミングやとるべき避難行動、防災への日頃の備え

などについて説明しました。

　参加者からは、「土砂災害の警戒に伴う避難指示

が解除される目途はどれくらいか」「要支援者の避

難所受け入れ体制はどこまで整備されてるのか」

などの質問がありました。

　また、令和４年８月県北豪雨災害や、最近の大

雨による避難指示に基づく避難行動などの振り返

りを含めて、「個別避難計画の作成に当たっては個

人情報保護の壁が問題だ。」「洪水キキクルレベル

４状態の河川の録画は非常に印象的で記憶に残っ

た。」との感想が聞かれました。

船山 勝雄さん（勝蔵）船山 勝雄さん（勝蔵）

世界陸上で銀・銅メダルを獲得！世界陸上で銀・銅メダルを獲得！

たなかたかひと　　　　

田中貴仁（安角）

写真左・
写真提供 船山勝雄さん

土砂災害・浸水害に備えて土砂災害・浸水害に備えて
久保集落で防災説明会を開催
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学校 お知らせからのからの

　３年生は、総合的な学習の時間で「関川村の川に生

息する生き物調査」を行っています。

　９月８日、大溝川に行き、ライフジャケットを着用

し、川に入り、箱眼鏡で水の中を見たり、網で魚を取

ったりしました。

　また、講師の方から、川に生息する生き物や魚が生

息する環境等について、教えていただきました。

　関川村の川の素晴らしさを再発見する貴重な機会と

なりました。

【川の生き物調査をしました！】

　９月12日は、学習参観やＳＮＳ講演会、引き渡し訓

練が行われました。

　３年生以上の学習参観では、学年部で、夏休みの科

学研究の発表が行われ、代表児童の発表を児童・保護

者が一緒に聞きました。発表後には各児童に大きな拍

手が送られていました。

　また、引き渡し訓練では、「大雨で引き渡しが必要

になった」という想定で、全家庭の保護者の方から来

校いただき、引き渡しを行いました。万一の場合に速

やかに引き渡しが行えるよう、これからもご家庭と連

携してまいります。

【フリー参観日が行われました！】

今月は関川小学校からの紹介

　９月１日、地域の林業・木材産業の活性化を目

指す若手が組織する「次世代の集い」が保育園を

訪れ、読み聞かせなどで園児に木育活動を行いま

した。

　読み聞かせは、次世代の集いがストーリーを制

作した絵本“たかし山へ行く（作画：村上中等教

育学校）”を使ったもの。森の大切さや林業の役

割、木の成長速度などを園児に伝えました。

　ほかにも、いわふね杉のつみきを使用した遊び

や、やすりで木を削って木の香りを感じてもらう

ことを通じて、園児の豊かな感性を育みました。

バナナじゃないよ、ナスだよ
　畑で採れた珍しい形を

した“なす”。

　「何だかおかしな形を

したナスが採れたよ。」

と上土沢集落の方が写真

を提供してくれました。

　ヘタから何本もナスが

別かれていて、見た目が

まるでバナナのようです。

関川なないろ保育園で木育活動関川なないろ保育園で木育活動

木とふれあい、
木に学び、木と生きる

木とふれあい、
木に学び、木と生きる

そう～とっ

ん～いいにおい！
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連絡

○交通事故にあったとき
　交通事故など第三者の行為によってケガや病気をした場合でも、役場へ届け出をする

ことにより医療保険を使って診療を受けることができます。この場合、国保・後期医療

保険が一時的に医療費を立て替え、あとで相手方（加害者、保険会社等）に請求するこ

とから、必ず届け出をしてください。

★相手方（加害者、保険会社等）から治療費を受け取るなど、示談を済ませてしまうと、

医療保険が使えなくなる場合があります。

★ケガの程度が軽くても、安易な判断をせず、必ず相手の氏名・住所・連絡先・保険会

社などを確認し、すみやかに警察に連絡しましょう。

国民健康保険・後期高齢者医療保険からのお知らせ

《交通事故にあったときは警察と役場に届け出をしましょう》

問い合わせ　　健康福祉課福祉保険班　☎６４−１４７２

Q＆A　交通事故等で医療保険を使うとき
１．医療保険を使った場合、どのようなメリットがありますか？

第三者の行為による傷病の治療に医療保険を使用すると、医療保険を使わない場合

（自由診療）と比べて医療費の自己負担額が低くなります。

２．自損事故の場合も届け出が必要なの？

自損事故の場合でも、医療保険を使用するためには届け出が必要です。なお、自損

事故の車等に同乗していた方が医療保険を使用して治療を受ける場合にも、同様に届

け出が必要です。

３．自転車同士、自転車と歩行者のケガでも届け出が必要なの？

自転車同士や自転車と歩行者によるケガでも、相手がある事故の場合には届け出が

必要です。

～ 届出に必要なもの ～
①第三者行為による傷病届
②事故発生状況報告書
③同意書
④交通事故証明書
⑤加入医療保険資格を証明できるもの
（資格確認書・資格情報のお知らせ等）
⑥印かん
⑦人身事故証明書入手不能理由書
（④が物件事故の場合）

被保険者
（被害者）

警　察

役
場
窓
口

届出
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252

2027年4月からエアコンの新たな省エネ基準がスタート

問い合わせ　脱炭素推進室　☎７５－５０２３

　省エネ・非化石転換法に基づく「トップランナー制度」により、2027年４月からエアコンの新たな基準

（2027年度基準）が開始されます。省エネ性能の向上により、メーカーによってはエアコンの販売価格が上が

る可能性があります。一方で、省エネ性能の高いエアコンを購入することで、光熱費の削減が期待されます。

よくある質問・問い合わせ　（出典：経産省HＰ）

Ｑ：今使用しているエアコンは、2027年4月から使えなくなる？
Ａ：引き続き、ご使用できます。

Ｑ：新基準を満たさない低価格帯のエアコンは、販売できなくなる？
Ａ：基準値を満たさない製品の製造・出荷を禁止するものではありません。

健

康

講

座

健

康

講

座

健

康

講

座

健

康

講

座

健

康

講

座

　
糖
尿
病
の
治
療
と
言
え
ば
、
薬

物
そ
し
て
食
事
が
定
番
で
す
。
薬

は
年
々
進
化
を
続
け
血
糖
値
を
良

好
に
保
つ
こ
と
は
容
易
に
な
っ
て

来
て
い
ま
す
。
塩
分
の
摂
り
過
ぎ

や
過
食
・
肥
満
の
危
険
性
も
年
々

認
知
さ
れ
、
飲
食
物
に
気
を
つ
け

て
お
ら
れ
る
方
が
と
て
も
増
え
て

来
て
お
り
心
強
い
限
り
で
す
。
し

か
し
生
き
て
い
れ
ば
歳
を
重
ね
ま

す
。
体
を
動
か
す
こ
と
が
億
劫
に

な
り
ま
す
。
歳
の
せ
い
だ
か
ら
諦

め
て
し
ま
う
の
で
す
が
、
そ
の
考
え

方
が
病
気
を
生
ん
だ
り
進
め
た
り

す
る
一
員
と
言
っ
た
ら
ど
う
思
わ
れ

る
で
し
ょ
う
か
。

　
多
く
の
人
は
体
重
が
増
え
た
こ

と
で
、
食
べ
過
ぎ
に
気
を
つ
け
た

経
験
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
も
ち
ろ
ん
正
し
い
対
応
で

す
が
、
歳
を
と
っ
た
後
は
必
要
な

カ
ロ
リ
ー
を
摂
れ
な
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
結
果
と
し
て

血
糖
値
や
血
圧
が
下
が
り
喜
ぶ
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
体
が
不
健
康

に
痩
せ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　
適
切
な
減
量
は
と
て
も
良
い
こ

と
で
す
が
、
食
べ
物
を
減
ら
す
だ

け
で
痩
せ
よ
う
と
す
る
の
は
危
険

で
す
。
体
重
が
減
る
時
、
多
く
の
場

合
は
脂
肪
よ
り
も
筋
肉
が
先
に
減

っ
て
行
く
か
ら
で
す
。
何
も
し
な
い

で
い
る
と
筋
肉
が
減
り
、
体
を
動

か
す
の
が
億
劫
に
な
り
や
す
い
も

の
で
す
。
こ
の
た
め
筋
肉
量
を
維

持
す
る
対
策
が
必
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。

　
最
も
重
要
な
の
は
運
動
で
す
。

運
動
に
は
２
種
類
あ
り
ま
す
。
有

酸
素
運
動
と
無
酸
素
運
動
で
す
。

有
酸
素
運
動
は
20
分
以
上
継
続
し

て
行
う
も
の
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に

代
表
さ
れ
ま
す
。
体
脂
肪
の
減
少

や
持
久
力
の
向
上
、
生
活
習
慣
病

の
予
防
や
治
療
に
有
効
で
す
。
無

酸
素
運
動
は
息
を
こ
ら
え
て
行
う

運
動
で
、
重
い
も
の
を
持
ち
上
げ

る
、
短
距
離
走
や
筋
力
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
が
相
当
し
ま
す
。
筋
肉
量
の

増
加
や
基
礎
代
謝
の
向
上
に
効
果

が
あ
り
ま
す
。

　
糖
尿
病
患
者
さ
ん
に
は
﹁
運
動

し
ま
し
ょ
う
﹂
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な

ど
を
お
勧
め
し
ま
す
。
確
か
に
血

糖
改
善
に
は
有
効
な
の
で
す
が
実

は
筋
肉
量
増
加
に
は
つ
な
が
り
ま

せ
ん
。
歩
い
て
い
る
だ
け
で
は
筋
肉

量
は
減
る
一
方
の
で
す
。
筋
肉
量
を

減
ら
さ
な
い
た
め
に
追
加
で
考
え

て
欲
し
い
の
が
無
酸
素
運
動
。
代

表
的
な
も
の
は
ス
ク
ワ
ッ
ト
︵
直
立

か
ら
の
膝
の
曲
げ
伸
ば
し
︶
で
す
。

　
安
全
に
行
え
る
ス
ク
ワ
ッ
ト
を

お
教
え
し
ま
す
。
座
る
と
膝
が
90°

に
な
る
高
さ
の
椅
子
を
用
意
し
ま

す
。
椅
子
の
前
に
立
ち
３
秒
か
け

て
ゆ
っ
く
り
と
椅
子
に
腰
掛
け
ま

す
。
ゆ
っ
く
り
と
座
る
こ
と
が
ポ
イ

ン
ト
で
す
。
立
つ
時
は
普
通
の
速
さ

で
良
い
で
す
。
そ
れ
を
10
回
繰
り

返
し
ま
す
。
以
上
で
す
。
余
裕
の
あ

る
人
は
座
高
が
低
い
椅
子
を
使
っ

た
り
回
数
を
増
や
し
た
り
し
ま

す
。
運
動
後
に
腿
回
り
に
張
り
を

感
じ
れ
ば
OK
で
す
。
ま
ず
は
１
週

間
続
け
て
み
て
下
さ
い
。
や
り
始

め
る
前
と
比
べ
て
足
腰
の
安
定
感

を
感
じ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
す
き
ま
時
間
に
ス
ク
ワ
ッ
ト
を

取
り
入
れ
、
筋
肉
量
を
保
つ
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

＊
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
お
問
い
合
わ

　
せ
は
、
県
立
坂
町
病
院
へ
。

　
☎
６
２
︱
３
１
１
１

坂
町
病
院

内
科
　

五
十
嵐
　

仁

糖
尿
病
と
う
ま
く
付
き
合
う
た
め
に

〜
薬
や
食
事
よ
り
も
運
動
が
大
事
か
も
〜

「省エネ家電入替助成事業補助金」
　新基準を満たすエアコンへの買い替えを助成します。この機会に買い替えませんか？
　実店舗から購入した『省エネ基準達成率100％以上（目標年度2027年度・2029年度）の
エアコン』又は『2015年度省エネ目標基準達成商品である業務用パッケージエアコン』が
対象です。LED照明器具の買い替えも補助していますのでご活用ください。
　詳細は、村ホームページをご覧ください。

い
が
ら
し
　
　
　
　
　
ひ
と
し
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生 涯 学 習
情報ステーション

広報せきかわ「お知らせ版」

とあわせてご覧ください

◆お問い合わせは教育課へ

　ＴＥＬ ６４−１４９１

『君と花火と約束と』　　　真戸　香　著

毎週水曜日がお休みです。平日13時〜17時15分まで、土・日・祝９時〜17時まで開館しています。

村民会館図書室

NEW

『タイム・アフター・タイム』　吉田 修一　著

建設会社に勤める尾崎颯。同じプロジェクトの担当

者として高校の同級生だった久遠愛と再会するが、

建築家のデザイン盗用疑惑によって計画は暗転。さ

らに尾崎の家庭にはスキャンダルが迫り…。

おすすめ

読書の秋ですね。秋の夜長のおともにぴったりな、お気に入りの一冊を見つけに

ぜひ図書室へおいでください。

虹色と、汽車のメロディーが目印です♪

GOGO!!食堂（場所 :の〜む）で開催！

参加は無料です！ ※お昼ご飯を食べる場合、
　大人は１人300円　　　

読み聞かせは11時00分から始めます。

ブルーベリーのみなさんが贈る、ステキなおはなし
の世界。大人の方も大歓迎です！！

おはなしの会17日は17日は 絵本の読み聞かせ

この夏映画化された、長岡花火を題材にした小説。
高校一年の主人公は初めて会った少女から突然の告
白を受ける。彼女は一枚の古びた花火の絵を頼りに、
誠に出会える日を心待ちにしてきたという。時を超
えた儚くも切ない青春ストーリー。

11日（日）、24日（土）

大会結果 ＊敬称略

第１回DreamCup新潟新発田
聖籠ソフトテニス大会
■期日　８月８日

■会場　五十公野公園テニスコート

■成績　優勝

　伊藤　環(久保)

　吉光　柑菜(下関) ペア

第28回下越ジュニアソフト
テニス大会
■期日　９月５日

■会場　

グリーンパークあらかわ総合運動
公園テニスコート

■成績　優勝

　伊藤　環(久保)

　吉光　柑菜(下関) ペア

第29回しおかぜ杯柏崎小学生（少女）バレーボール大会
■期日　７月18日、19日

■会場　柏崎市総合体育館

■成績　笠島リーグ

１位　

関川ジュニア
バレーボールクラブ

第３回関川ＢＢＣ（バスケットボー
ル）カップ
■期日　８月８日

■会場　村民会館アリーナ

■成績

優　勝　村上しんきん

準優勝　Ｄ-ＲＯＣＫＳ

３　位　ＳＨＫＢＢＣ

■協賛企業・団体（順不同・敬称略）

株式会社ＳＨＫ、下越生コン株式会社、株

式会社辻井製作所、株式会社丸徳建設、

村上信用金庫、株式会社丸弥組、じゃ〜

む、鈴木土建株式会社、田村自動車整備

工場、霧出体育協会、株式会社石山建設、

株式会社渡辺組、有限会社須貝電器、有

限会社丸重商店、有限会社高橋建材、ド

ライブインとよふじ、ファミリーレストラン

メイク、郷土ら〜麺雪っ子、Re：born、錯

乱Boys、ＨＯＯＴＥＲＳ
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さ
あ
、
今
回
も
地
図
を
開
い
て

見
知
ら
ぬ
土
地
の
旅
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。
三
日
か
け
て
、
会
津
か

ら
日
光
の
隣
ま
で
進
み
ま
す
よ
。

九
日
目
　
十
一
月
二
十
七
日

　
猪
苗
代
湖
南
岸
の
宿
場
町
、
福

良
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
す
。
峠
を
一

つ
越
え
る
と
三
代
。
こ
こ
に
番
所

が
あ
っ
て
、
五
日
前
に
赤
谷
番
所

で
も
ら
っ
た
手
形
を
提
出
し
て
、

代
わ
り
に
次
の
唐
沢
番
所
に
出
す

手
形
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
唐
沢
に
は
会
津
藩
の
最
後
の
番

所
が
あ
り
、
二
か
所
の
番
所
で
会

津
領
内
へ
の
人
の
出
入
り
は
厳
し

く
監
視
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
唐
沢
を
出
る

と
勢
至
堂
峠
、

こ
こ
が
会
津
藩

と
二
本
松
藩
の

藩
境
。

　
そ
の
先
の
江

花
か
ら
は
、
白

河
街
道
本
道
を

通
ら
ず
、
近
道

し
て
牧
之
内
へ

出
ま
す
。
現
代

も
国
道
294
号
が

通
る
こ
の
道
は
、

８
㎞
も
あ
る
本
道
の
半
分
の
距
離

で
、
多
く
の
旅
人
が
使
っ
て
い
ま

し
た
。

　
牧
之
内
か
ら
、
丘
陵
地
帯
を
一

直
線
に
南
下
す
る
と
飯
土
用
。
丘

と
川
の
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
を
繰
り
返

す
峠
の
多
い
道
で
す
。

　
飯
土
用
か
ら
さ
ら
に
南
下
す
る

と
大
谷
地
。
そ
の
先
の
女
石
追
分

が
白
河
街
道
の
終
点
で
、
こ
こ
か

ら
南
は
奥
州
街
道
に
な
り
ま
す
。

　
女
石
の
先
に
阿
武
隈
川
が
あ
る

の
で
す
が
、
記
事
に
は
橋
も
渡
船

も
何
も
書
い
て
あ
り
ま
せ
ん
。
渇

水
期
に
は
何
本
か
の
細
い
川
に
な

っ
て
い
て
、
敷
き
板
や
飛
び
石
な

ど
を
伝
っ
て
普
通
に
歩
い
て
通
れ

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
川
原
を
抜
け
る
と
白
河
の
入
口
。

石
垣
や
門
が
あ
っ
て
、
そ
の
先
か

ら
城
下
町
の
家
並
が
始
ま
り
ま
す
。

　
白
河
の
記
事
に
﹁
松
平
越
中
守

様
十
一
万
石
﹂
と
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
こ
の
当
時
の
白
河
藩
主
は

阿
部
家
に
代
わ
っ
て
い
ま
す
。
寛

政
の
改
革
で
有
名
な
松
平
越
中
守

定
信
は
、
こ
れ
よ
り
八
十
年
も
前

の
藩
主
で
す
。

　
関
川
村
の
土
沢
を
始
め
鍬
江
沢

川
流
域
は
、
松
平
時
代
に
長
く
白

河
藩
領
で
し
た
。
そ
れ
で
白
河
と

言
え
ば
松
平
越
中
守
と
い
う
連
想

だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
白
河
の
宿
は
﹁
角
屋
栄
﹂
と
読

め
ま
す
。
女
主
人
の
お
栄
さ
ん
な

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
宿
賃

は
二
百
六
十
文
。

　
こ
の
日
歩
い
た
の
は
42
㎞
。
雪

の
少
な
い
太
平
洋
側
内
陸
部
に
な

っ
て
、
道
は
歩
き
や
す
く
な
っ
た

の
で
し
ょ
う
。

十
日
目
　
十
一
月
二
十
八
日

　
白
河
を
出
て
、
皮
籠
、
白
坂
と

南
下
し
ま
す
。
や
が
て
、
陸
奥
国

と
下
野
国
の
国
境
に
な
っ
て
、
そ

こ
に
境
の
明
神
が
あ
り
ま
し
た
。

　
現
在
で
も
国
道
294
号
上
に
福
島

・
栃
木
の
県
境
が
あ
っ
て
、
面
白

で

ま
ん
え
ん
　
　
　
　
　
い
　
せ
　

こ
ん

ぴ

ら

〜
万
延
元
年﹁
伊
勢

−

金
比
羅
参
り
道
中
記
﹂を
読
む
⑤
〜

（
村
歴
史
文
化
財
調
査
委
員
　
渡
辺
伸
栄
）

「
江
戸
時
代
わ
が
村
の
暮
ら
し
」


会
津
か
ら
せ
っ
せ
と
歩
い
て
日
光
間
近

い 

な
わ
し
ろ

こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
く

ら

み
　
よか

ら
さ
わ

え
っ
ち
ゅ
う
の
か
み

か
ん

せ
い

さ
だ
の
ぶ

か
わ

ご
　
　

し
ら
さ
か

む

つ
の
く
に

し
も
つ
け
の
く
に
　
　
く
に
ざ
か
い

あ
し

の

じ
ん

や

こ
え

ぼ
り
　
　
　
　
　
　

な
　
か

が
わ

な
べ
か
け

ち
ゃ
う
す
だ
け

お
お

た

わ
ら

い
こ
と
に
、
福
島
側
の
神
社
と
栃

木
側
の
神
社
が
二
社
別
々
に
建
っ

て
い
ま
す
。
当
時
も
そ
う
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
。

　
次
が
芦
野
。
領
主
の
芦
野
氏
は

旗
本
な
の
で
、
城
で
は
な
く
陣
屋

が
あ
り
ま
し
た
。
と
は
い
え
三
千

石
の
格
式
高
い
旗
本
で
、
町
は
城

下
町
の
造
り
で
す
。
記
事
に
は
、

出
発
以
来
こ
こ
ま
で
で
城
下
町
は

会
津
・
白
河
・
芦
野
の
三
か
所
だ

と
書
い
て
あ
り
ま
す
。

　
芦
野
か
ら
の
奥
州
街
道
は
、
西

の
方
に
向
き
を
変
え
ま
す
。

　
越
堀
の
橋
で
那
珂
川
を
渡
り
ま

す
。
こ
こ
は
無
料
だ
っ
た
よ
う
で

す
。
橋
を
渡
る
と
鍋
掛
。
こ
こ
か

ら
、
面
積
４
万
ha
と
い
わ
れ
る
日

本
最
大
級
の
扇
状
台
地
、
那
須
野

が
原
を
横
断
し
ま
す
。

　
当
時
は
広
大
な
原
野
で
、
そ
の

北
方
に
は
那
須
の
連
山
が
並
び
、

晴
れ
て
い
れ
ば
主
峰
茶
臼
岳
の
噴

煙
が
よ
く
見
え
た
は
ず
で
す
。
し

か
し
、
記
事
に
は
た
だ
、
宿
泊
地

の
大
田
原
ま
で
﹁
二
里
八
町
の
間
、

原
あ
り
﹂
と
あ
る
だ
け
。

　
き
っ
と
、
那
須
お
ろ
し
吹
き
す

さ
ぶ
冬
枯
れ
の
荒
野
を
、
う
つ
む

き
加
減
に
ひ
た
す
ら
歩
い
て
い
た

の
で
し
ょ
う
ね
。

　
大
田
原
も
二
万
三
千
石
の
城
下

町
。
宿
は
鍛
冶
屋
太
兵
衛
、
二
百

七
十
二
文
。
こ
の
日
も
41
㎞
歩
い

て
い
ま
す
。

ほ
う
き
が
わ

う
す
ば

た
か
う
ち

た
ま
に
ゅ
う
　
　
ふ
に
ゅ
う

き
　
ぬ

が
わ

お
お
わ
た
り

い
ま
い
ち

十
一
日
目
　
十
一
月
二
十
九
日

　
大
田
原
か
ら
は
、
宇
都
宮
へ
向

か
う
奥
州
街
道
と
別
れ
、
西
方
向

の
日
光
北
街
道
を
進
み
ま
す
。

　
那
珂
川
支
流
の
箒
川
の
手
前
に

薄
葉
村
。
こ
こ
で
五
文
出
し
て
橋

を
渡
り
ま
す
。
こ
こ
ま
で
が
那
須

野
が
原
で
、
前
日
と
こ
の
日
で
横

幅
20
㎞
も
あ
る
広
大
な
草
原
を
歩

い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
原

野
が
本
格
的
に
開
墾
さ
れ
る
の
は

明
治
以
降
の
こ
と
で
す
。

　
橋
を
渡
れ
ば
沢
村
。
こ
こ
か
ら

矢
板
、
高
内
と
進
み
ま
す
。
次
が
、

玉
生
と
船
生
。
こ
の
二
つ
の
宿
場

名
が
珍
し
か
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
、

道
中
記
に
は
﹁
タ
マ
ニ
ヲ
﹂﹁
ワ
ニ

ウ
﹂
と
、
わ
ざ
わ
ざ
読
み
仮
名
を

振
っ
て
い
ま
す
。
当
時
の
現
地
の

人
の
発
音
の
ま
ま
記
録
し
た
も
の

で
し
ょ
う
。

　
次
に
、
鬼
怒
川
の
橋
を
十
六
文

出
し
て
渡
り
ま
す
。
こ
の
川
は
利

根
川
水
系
で
、
い
よ
い
よ
関
東
平

野
の
入
口
ま
で
来
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
橋
を
渡
る
と
大
渡
。
そ
の
先
が

今
市
。
宿
は
住
吉
屋
利
兵
衛
、
三

百
文
。
日
光
が
近
い
せ
い
で
し
ょ

う
か
、
宿
賃
も
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
日
も
41
㎞
歩
い
て
、
上
関

か
ら
290
㎞
進
行
し
ま
し
た
。

︿
原
文
と
解
説
等
は
歴
史
館
に

展
示
、又
は
、下
の
Ｑ
Ｒ
か
ら
﹀

せ
い

し

ど
う

え

ば
な

ま
き

の

う
ち

い
い

と

よ

お
お

や

ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
な
い
し

あ
　
ぶ

く
ま
が
わ
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◆
夏
プ
ロ
学
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
今
回
は
、
関
川
村
大
し
た
も
ん
蛇

ま
つ
り
活
性
化
活
動
に
参
加
し
た
学

生
２
名
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

◆
質
問
内
容

① 

活
動
に
参
加
し
て
、
特
に
印
象

に
残
っ
て
い
る
出
来
事
や
思
い

出
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

② 

活
動
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
や

感
じ
た
こ
と
を
、
今
後
の
活
動

で
ど
の
よ
う
に
活
か
し
て
い
き

た
い
で
す
か
？

◎
猪
俣 

祐
樹
︵
い
の
ま
た 

ゆ
う
き
︶

　
東
洋
大
学
１
年 

神
奈
川
県
出
身

①
﹁
大
し
た
も
ん
蛇
ま
つ
り
﹂
で
は

蛇
の
頭
を
担
ぎ
、
祭
り
の
迫
力

と
熱
気
を
体
感
し
ま
し
た
。
参

加
者
が
一
つ
に
な
り
、
村
全
体

の
一
体
感
を
生
み
出
す
、
関
川

村
に
欠
か
せ
な
い
祭
り
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

②
村
民
さ
ん
の
祭
り
へ
の
熱
量
を
肌

で
感
じ
、
現
地
に
あ
る
力
を
活

か
す
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま

し
た
。
地
域
の
力
に
な
れ
る
よ

う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

◎
高
梨 

百
花
︵
た
か
な
し 

も
も
か
︶

　
成
城
大
学
１
年
　
神
奈
川
県
出
身

①
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
活
動

２
日
目
に
行
っ
た
山
本
集
落
で

の
活
動
で
す
。
集
落
の
皆
さ
ん

と
学
生
で
交
流
会
を
行
い
、
地

域
の
方
々
と
直
接
お
話
し
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん

が
と
て
も
温
か
く
接
し
て
く
だ

さ
り
、
地
域
の
方
々
の
温
か
さ

や
人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ

を
実
感
し
ま
し
た
。

②
今
回
の
活
動
を
通
し
て
、
人
と
の

つ
な
が
り
は
自
分
か
ら
積
極
的

に
関
わ
る
こ
と
で
広
が
っ
て
い

く
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
今
後

の
活
動
で
も
、
こ
れ
ま
で
あ
ま

り
話
す
機
会
の
な
か
っ
た
方
や

新
し
く
出
会
っ
た
方
に
も
積
極

的
に
声
を
か
け
、
関
わ
り
を
大

切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
今
年
も
関
川
村
の
皆
さ
ん
と
の

交
流
を
通
し
て
、
た
く
さ
ん
の
学

び
や
温
か
い
思
い
出
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
い
つ
訪
れ
て
も

温
か
く
迎
え
て
く
だ
さ
る
関
川
村

は
、
学
生
に
と
っ
て
大
切
な
﹁
帰

っ
て
き
た
い
場
所
﹂
の
一
つ
で
す
。

関
川
村
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

　
ま
た
来
年
、
関
川
村
で
﹁
た
だ

い
ま
﹂
と
言
え
る
日
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

国際ボランティア学生協会

IVUSA 通信

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
役
場
庁
舎
内
１
階
　
☎
６
４
︱
１
４
７
３

関
川
村
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信
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「
も
し
も
」
に
備
え
る
成
年
後
見
制
度
を
ご
存
知
で
す
か
？

②
成
年
後
見
人
の
決
定

家
庭
裁
判
所
が
最
も
適
切
だ
と

思
わ
れ
る
人
︵
親
族
、
弁
護
士
、

司
法
書
士
、
社
会
福
祉
士
、
福

祉
関
係
の
団
体
等
︶
を
成
年
後

見
人
や
保
佐
人
、
補
助
人
と
し

て
選
び
ま
す
。

将
来
的
な
不
安
が
あ
る
方
へ

　
今
は
心
配
な
く
て
も
将
来
的
な

不
安
が
あ
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ

め
第
三
者
と
支
援
の
契
約
を
か
わ

し
て
お
く
﹁
任
意
後
見
制
度
﹂
が

あ
り
ま
す
。

い
つ
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
成
年
後
見
制
度
は
、
申
立
て
を

し
た
ら
利
用
を
途
中
で
や
め
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
制
度
の
利
用
が
必
要
か
、
他
に

利
用
で
き
る
制
度
は
な
い
か
、
一

緒
に
考
え
る
窓
口
と
し
て
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
関
川
村
社
会

福
祉
協
議
会
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
成
年
後
見
制
度
の
こ
と
や
制
度

を
利
用
す
る
た
め
の
書
類
準
備
の

こ
と
、
何
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

成
年
後
見
制
度
と
は
？

　
病
気
や
障
が
い
、
年
齢
な
ど
で
、

判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
場
合
に
、

福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

た
め
の
手
続
き
、
不
動
産
や
預
貯
金

な
ど
の
財
産
管
理
が
難
し
く
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
悪
質
商
法
な
ど
の
消
費
者

ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
恐
れ
も

あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
と
き
に
、
本
人
に
代
わ

っ
て
財
産
を
管
理
し
、
契
約
な
ど
の

法
律
行
為
を
支
援
し
て
、
暮
ら
し
と

権
利
を
守
る
仕
組
み
が
成
年
後
見
制

度
で
す
。

支
援
内
容
と
は
？

①
医
療
や
介
護
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
と
き
の
手
続
き
や
契
約

の
お
手
伝
い

②
預
貯
金
や
不
動
産
な
ど
の
財
産
管

理
の
お
手
伝
い

利
用
方
法
と
は
？

①
家
庭
裁
判
所
に
申
立
て

必
要
な
書
類
や
手
数
料
な
ど
を
用

意
し
て
利
用
し
た
い
意
志
を
伝
え

ま
す
。
申
立
て
で
き
る
の
は
本
人
、

配
偶
者
、
四
親
等
内
の
親
族
で
す
。
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15 広報せきかわ　2026・10月号

ごめい福をお祈りいたします

渡邉　　功　さん　　91歳　　大　石

新野　ハナ　さん　　95歳　　小　見

板垣　幸衛　さん　 101歳　　上　関

中束　ウメ　さん　　86歳　　中　束

渡邉　セエ　さん　　88歳　　小和田

中束　哲夫　さん　　81歳　　中　束

伊藤　コウ　さん　 101歳　　南　中

須貝　文夫　さん　　89歳　　大　島

駒沢　綾子　さん　　50歳　　鍬江沢

平田　三枝　さん　　77歳　　　桂

大したもん蛇まつりに参加された皆さん、大変お

疲れ様でした。晴天とはなりませんでしたが、心配

されていた雨予報を吹き飛ばし、まつりが無事に開

催されました。船山勝雄さんが世界大会で銀・銅

メダルを獲得されました。大会を終えて帰国された

翌日には、役場へ結果の報告に来てくださいました。

帰国後、ひとやすみ…となりそうなところを翌日か

らもテキパキと行動されている姿にも尊敬を覚えま

す。大会前後には取材に快くご協力いただき、あり

がとうございました。世界の舞台での素晴らしいご

活躍、本当におめでとうございます。（さ）

編集室から

広報に載せてほしくない方は届出の際、窓口に
お申し出ください。

（　　　　　　　　）転入　３人　　転出　１人

出生　１人　　死亡　９人

世 帯 数　　1,781世帯（＋１）

総 人 口　　4,450 人（−６）

　 男 　　　2,128 人（−３）

　 女 　　　2,322 人（−３）

令和８年８月末現在　（　）は前月対比

●８月16日〜９月15日までの届出●

人 の 動 き

▶
こ
ち
ら
は
有
料
広
告
で
す

　令和８年６月に全戸配布した「年表で見る関川村の平成・

令和」に誤りがありました。

　関係者の皆様にご迷惑をおかけしたことを深くお詫び申し

上げます。

【お詫びと訂正】

47ページ
女川小学校の「南中に校舎新築」年

（誤）昭和37

（正）昭和44

53ページ
まつりサミットの写真

（誤）下関台輪

（正）下関大輪

67ページ
大相撲力士　王輝の本名

（誤）小池一輝さん

（正）小池一毅さん

問い合わせ　教育課　☎ ６４−１４９１

問い合わせ ☎
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